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モモハモグリガ

成瀬博行
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｜’ 1．はじめに

モモハモグリガは，モモの染を穿孔加稗する，いわゆ

るLeafmincl･のlfIIで,lli<からモモの承要害虫とし

て知られている｡本繩が多発するとモモの菜がボロボロ

になって早期藩染し，果実の収i,::･!W!蘭が低ドするだけ

でなく，樹勢が変弱するなと今大きな被樗を受けるといわ

れている。北|堆地ﾉjでも，本械が多発して激しい落葉を

招くこともまれではないが，モモの雌地が少ないためそ

れほどﾉくきな問題になることもなかった。そのため薬剤

防除試験や発'|《〕診察調査の他は本格的な研究にはほとん

ど取I)糸llまれなかった。また,fIRI的にみても水枕に関

する知兄は少なく，いくつかの断片的な報ilfがあるだけ

であった。

そのような!|1で,1975年から農林水産省の果樹ハモグ

リガ類に関する苑'|剰多察の特殊調代@j礫が実施され，モ

モハモグリガもその対象になった。lll形県，広島県とと

もに北陸地ﾉjからは樹lll県が参l'iliした。この1蝋はl979

年まで継続し，その間ﾉ|え満史，11剛体群動態，発生予察法

などについて桁ﾉJ的な研究が行われ，それまで不明な点

が多かった本械の発′M熊がほぼ解iﾘlされた。

北陸地方では，その後モモハモグリガに関する研究は

ほとんど行われておらず，現在に篭っている。

本種の発育に及ぼす気温の影響を明らかにするため，

異なった温度で飼育し，積算温度法則を適用して発育零

点と有効積算温度を求めた。その結果，1世代を経過す

るために必要とする温量は，発育零点9.1℃以上で292.7

日度であることが明らかになった。また，各発育ステー

ジごとの発育零点と有効積算温度もそれぞれ推定され

た。

次に,Hal･ukawaandYagi(1918)は，モモハモグリ

ガには季節型があI),夏型が銀白色であるのに対し，秋

型は暗色化することを示した。成瀬・平野（1990）も，

5年間にわたり圃場のモモの葉にとまる成虫数を定期的

に調査したところ，いずれの年も9月中旬から10月にか

けて世代にかかわりなく夏型から秋型に変わることを確

認した。このことから，光周反応に支配された季節型の

存在が想定され，日長を変えた場合の反応を比較した。

その結果，本種の秋型は短日条件で誘導きれ，腹部を解
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2．生活史とその調節機構

モモハモグリガは，年間数'Ⅱご代発''iする多化性の祥虫

であり(IIal･ukawaandYagil918,Fujiwa,･atpt.al,

l978),各ill状は次第にオーバーラップしてlll§代間のI><

別は難しくなるとされてきたしかし，成瀬．、lえ野

(1990)によれば,1;1111県農業技術センター果樹試験場

の|訓場においてl･2齢幼虫,3齢幼虫，前岫，岫およ

び羽化成虫の各発育ズテージごとに定期的に兇取I)調森

した結果，各lll:代ごとの禿ﾉliを'ﾘl暗に|え別することがで

きたcその,'i%&,1;flllﾘ,↓では'lill､.11j～11ﾉll川に6～

7111:代〈I).iとすことがｵ)か._)たまた．、,インを分解し

てI淵介した’－3齢の幼虫齢俄成の脈移からもこのこと

は災付けじ,れた("ll･xl)

で
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剖した結果卵巣が未熟であり，成虫休眠に入っているこ

とが判明した。また，臨界日長は20℃で13時間,25℃で

12時間30分であることがわかった（第2図)。さらに光

周期を感受する発育ステージは1．2齢幼虫期であるこ

と，また越冬成虫が休眠から覚醒するのは12月中である

ことなどが判明した。以上の成果をふまえ，富山県の気

温と日長の推移をもとに作成した光温図により，本種の

富山県における6～7世代の発生が理論的に裏付けられ

た。

3．個体群動態と空間分布構造

モモハモグリガの個体群動態を解lﾘIするため,1974年

から78年の5年間の発生消農のデータをjllいて31世代の

生命表を作成した（成瀬・平野,1990)･各1Ⅱ蛋代とも死

亡要因の多くは不明であったが，雌の変f'(,落葉，寄生

蜂など主な死亡要因を含めて死亡;＃《はいずれも低かっ

た。その結果，各世代ごとの生ｲ脚｛，特に初期の生存率

が非常に高くなり，生存llll線は昆虫としては特異な型と

なった（第3図)。これは，果樹l魚lという槻繁に殺虫剤

が散布され，天敵相が貧弱なうえ，マインによって風雨

等の気象要因による死亡から‘､]:られているためと考えら

れる。

生命表のデータをIllb,,いくつかの手法をlllいて解析

を試みた。まず，密度依存性を検{l1するため，幼虫期以

降の各発育ステージの個体数（対数）の関係を検討し

た。その結果，いずれの発行ステージ間にもI11l:線間系が

認められ，回帰係数はほぼlであった。したがって，各

発育ステージの間は密庇非依ｲF的な関係にあることが判

明した。一方，前世代の羽化成虫数と､I11H苫代のl齢幼虫

数との回帰係数は明らかにl以|､.となI),各llt代の成虫

産卵過程で密度に依存した要|火lが働いていることが示唆

された（第4図)。

次に,Southwood(1966)の方法により密度決定機構

を検討したところ，マインからの脱出幼虫数（老熟幼虫

数）に対し，1齢幼虫数は平行的に変動するが，その間

の死亡率とは一定の関係が認められなかった。そのた

め，1齢幼虫の方が脱出幼虫の密度の変動に強く影響し

ていることがわかった("51Xl)。また,1齢幼虫数に

対する前世代の羽化成虫数とその間の墹殖率のどちらが

重要か検討したところ，前IH状の羽化成虫数によりl齢
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